
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿を光学的にスキャンして画像データに変換する画像読取装置と、
　前記画像読取装置とネットワークを介して接続された情報処理装置とを有し、
　さらに、前記画像読取装置および前記情報処理装置が共有する共有記憶領域部を、前記
画像読取装置内もしくは前記情報処理装置内、または、前記ネットワークに接続された他
の装置内に有し、
　前記情報処理装置は、
　　　前記画像読取装置のスキャンに係る設定の情報であるスキャナ設定情報と前記画像
読取装置によるスキャンで生成される画像データファイルの格納先の情報であ

格納先情報とに関連付けられた画像リンクオブジェクトを作成する作
成手段と、
　　　前記スキャナ設定情報と前記格納先情報とを含むスキャン準備情報を前記画像読取
装置に送信する送信手段と
　　　

　前記画像読取装置は、
　　　前記情報処理装置が送信した前記スキャン準備情報を受信する受信手段と、
　　　前記スキャナ設定情報に基づいて、スキャンを実行するスキャン実行手段と、
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って前記共
有記憶領域部を示す

、
操作者から前記画像リンクオブジェクトへの操作を受け付け、前記画像リンクオブ

ジェクトを介して前記格納先に格納された画像データファイルを取得する取得手段とを備
え、



　　　前記格納先情報に基づいて、前記画像データファイルの格納先にスキャンで生成し
た画像データを保存する保存手段とを備える、ことを特徴とする画像読取システム。
【請求項２】
　さらに、前記情報処理装置は、操作者が、少なくとも前記スキャナ設定情報および前記
格納先情報のいずれかを入力するためのダイアログボックスを、前記情報処理装置の表示
部に表示する情報入出力手段を有する、ことを特徴とする請求項１に記載の画像読取シス
テム。
【請求項３】
　前記画像読取装置は、操作者が前記スキャン準備情報に基づくスキャンの開始を前記画
像読取装置に指示するためのボタンを作成するボタン作成手段を備える、ことを特徴とす
る請求項１に記載の画像読取システム。
【請求項４】
　前記画像リンクオブジェクトに関連付けた前記スキャナ設定情報は、前記画像データフ
ァイルの属性情報を含む、ことを特徴とする請求項１に記載の画像読取システム。
【請求項５】
　前記画像データファイルの属性は、少なくとも、不可視属性、アクセス制限属性、およ
び、暗号化属性のいずれかを含む、ことを特徴とする請求項４に記載の画像読取システム
。
【請求項６】
　前記アクセス制限属性は、前記画像リンクオブジェクトを介した前記画像データファイ
ルへのアクセス以外の、前記画像データファイルへのアクセスを不許可とする属性である
、ことを特徴とする請求項５に記載の画像読取システム。
【請求項７】
　前記暗号化属性は、前記画像データファイルを暗号化して保存することを前記画像読取
装置に要求する属性である、ことを特徴とする請求項５に記載の画像読取システム。
【請求項８】
　さらに、前記情報処理装置は、少なくとも、前記画像リンクオブジェクトに関連付けた
前記スキャナ設定情報および前記格納先情報のいずれかの内容を変更する変更手段を備え
、
　前記送信手段は、前記変更の内容を前記画像読取装置に送信する、ことを特徴とする請
求項１に記載の画像読取システム。
【請求項９】
　情報処理装置において、画像読取装置のスキャンに係る設定の情報であるスキャナ設定
情報と前記画像読取装置によるスキャンで生成される画像データの格納先の情報であ

格納先情報と
に関連付けられた画像リンクオブジェクトを作成するステップと、
　前記 において、前記画像リンクオブジェクトに関連付けた前記スキャナ設
定情報と前記格納先情報とを含んだスキャン準備情報を前記画像読取装置に送信するステ
ップと、
　前記画像読取装置において、前記スキャン準備情報を受信するステップと、
　前記画像読取装置において、前記スキャナ設定情報に基づくスキャンを実行するステッ
プと、
　前記格納先情報に基づいて、前記画像データの格納先に前記スキャン実行ステップにお
いて生成した画像データファイルを保存するステップと、
　

を有す
ることを特徴とする画像読取方法。
【請求項１０】
　さらに、前記スキャン実行ステップにおいて、
　前記画像読取装置に、操作者が前記スキャン準備情報に基づくスキャンを開始させるた
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って
前記画像読取装置および前記情報処理装置が共有する共有記憶領域部を示す

情報処理装置

操作者から前記画像リンクオブジェクトへの操作を受け付け、前記画像リンクオブジェ
クトを介して前記格納先に格納された画像データファイルを取得するステップと、



めのボタンを作成するステップと、
　前記操作者が、前記ボタンを押下するステップと、を含み、
　前記ボタンの前記押下により前記スキャンが実行されることを特徴とする、請求項９に
記載の画像読取方法。
【請求項１１】
　画像読取装置に、所定の条件でスキャンを実行させ、よって得た画像データファイルを
所定の記憶領域に保存させるための、情報処理装置が実行可能なプログラムであって、
　前記画像読取装置のスキャンに係る設定の情報であるスキャナ設定情報と前記画像読取
装置によるスキャンで生成される画像データの格納先の情報であ

格納先情報とに関連付けられた画
像リンクオブジェクトを作成するステップと、
　前記画像リンクオブジェクトに関連付けた前記スキャナ設定情報と前記格納先情報とを
含んだスキャン準備情報を前記画像読取装置に送信するステップと、
　

を有す
る情報処理装置が実行可能なプログラム。
【請求項１２】
　画像読取装置のスキャンに係る設定の情報であるスキャナ設定情報と前記画像読取装置
によるスキャンで生成される画像データの格納先の情報であ

格納先情報とを含むスキャン準備情報に基づいて、前記画像読取装置がスキャ
ンを実行するための、前記画像読取装置が実行可能なプログラムであって、
　前記情報処理装置の送信する前記スキャン準備情報を受信するステップと、
　前記スキャナ設定情報に基づくスキャンを実行するステップと、
　前記格納先情報に基づいて、前記スキャンで得た画像データファイルを前記画像データ
の格納先に保存するステップと、を有
　
　
　
　 ことを特徴とする画像読取装置
が実行可能なプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、相互にネットワーク接続された画像読取装置および情報処理装置を用いて原
稿画像のスキャンを実施するための方法およびシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　紙等の媒体に記録された情報（原稿情報）を電子計算機処理可能な画像データに変換す
る機能、所謂、スキャン機能を有する画像処理装置である画像読取装置（例えば、スキャ
ナ）を、通信回線等を用いたネットワークに接続し、同じくネットワークに接続されたパ
ーソナルコンピュータ等の電子計算機から操作者が画像読取装置を操作し、スキャンを実
行し、よって得られた画像データを、ネットワークを介して獲得する原稿読取システムが
一般に知られている。このようなシステムにおいては、操作者が操作する電子計算機をク
ライアントと称し、操作者の入力した指示に従って、画像読取装置にスキャン機能を実際
に指示し、スキャンの結果得られた画像データの保存先等を管理する装置をスキャナサー
バと称する。クライアント、および、スキャナサーバは、それぞれ別個の装置でなくとも
よく、クライアントが同時にサーバ機能を備えてもよい。
【０００３】
　上記のネットワークは、インターネット、ＶＰＮ等を利用するネットワークや、ＬＡＮ
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って前記画像読取装置お
よび前記情報処理装置が共有する共有記憶領域部を示す

操作者から前記画像リンクオブジェクトへの操作を受け付け、前記画像リンクオブジェ
クトを介して前記格納先に格納された画像データファイルを取得するステップと、

って前記画像読取装置および
前記画像読取装置とネットワークを介して接続された情報処理装置が共有する共有記憶領
域部を示す

し、
前記スキャン実行ステップは、
前記スキャン準備情報に基づくスキャンを開始するためのボタンを配するステップと、
前記ボタンの操作者による押下を認識するステップと、を備え、
前記押下を認識することにより前記スキャンを実行する



等のネットワークを含む。
【０００４】
　また、操作者の操作する電子計算機と、画像読取装置とを一対一に接続した形態でスキ
ャンを実施するシステムも存在する。
【０００５】
　上記のいずれのシステム形態においても、操作者は、スキャンを実行する前に、スキャ
ナもしくはクライアントに対しスキャンすべき原稿のサイズ、スキャン解像度、カラース
キャンもしくはモノクロスキャン、スキャンの結果得られた画像データの保存先、画像デ
ータのファイル形式、ファイル名等のいわゆるスキャナ設定の情報および画像データの格
納先の情報を入力しておく必要がある。この入力は、時として操作者にとって非常に煩雑
な作業となる。
【０００６】
　そのため、従来、クライアントを操作する操作者が簡便にスキャナ設定等を入力でき、
かつスキャンの結果得られた画像データを容易に獲得するための方法およびシステムが開
発されてきた。
【０００７】
　特許文献１は、クライアントでスキャナに設定されるアドレスを設定することができる
システムを提供する。特許文献１に開示のシステムにおいては、スキャナに設定されるア
ドレスの設定を、サーバを介さずに設定可能としたことにより、操作者によるデータ送信
先アドレスの変更および登録にかかる操作性を向上させている。
【０００８】
　特許文献２は、画像データを入力し、個人データとして管理および出力するための操作
が簡潔な画像データ管理システムを提供する。特許文献２に開示のシステムにおいては、
可搬性記憶媒体に記録された情報に従ってネットワーク内に配された記憶媒体に画像デー
タ（または、そのポインタ）を記録し、簡便に、同記憶媒体から読み出して印刷すること
ができ、もって、オフィスのペーパーレス化促進に寄与する。
【０００９】
　特許文献３は、スキャナおよび画像データのデータフォーマット等に係る設定が簡便な
スキャナサーバを提供する。同発明に係るスキャナサーバは、スキャナの設定や画像デー
タのフォーマット等をファイル名に含む仮想ファイルをクライアントに表示し、操作者が
、所望のスキャナ設定等を備えた仮想ファイルを選択することにより、スキャナにスキャ
ンを実行させ、操作者が選択した仮想ファイルにスキャンで得た画像データを格納する。
これにより、スキャンに係る操作は簡便化される。
【特許文献１】特開２００１－０２８６５５号公報
【特許文献２】特開平０６－００４６４２号公報
【特許文献３】特開２００３－２４４３７７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、スキャナの設定や、スキャンの結果得た画像データの保存先を設定する
際、スキャナまたはクライアントにおいてスキャナの設定や画像データの送信先を入力す
る操作は未だなお煩雑である。さらには、設定に専用のアプリケーションプログラムを必
要とする場合もある。
【００１１】
　また、スキャンで得た画像データをクライアントに保存するために、クライアントの記
憶領域の少なくとも一部をネットワークに対して読み書き可能な状態にする必要があり、
セキュリティの面で問題が残る。本発明は上記問題点を鑑みて成されたものである。
【００１２】
　本発明の目的は、操作者が、簡易な操作で各種の設定を行うことができ、かつ、クライ
アントのセキュリティを十分に確保した状態で、スキャンの結果得られた画像データを入
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手することが可能な画像読取方法およびシステムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の第１の態様は、原稿を光学的にスキャンして画像データに変換する画像読取装
置と、画像読取装置とネットワークを介して接続された情報処理装置とを有し、さらに、
画像読取装置および情報処理装置が共有する共有記憶領域部を、画像読取装置内もしくは
情報処理装置内、または、ネットワークに接続された他の装置内に有し、情報処理装置は
、画像読取装置のスキャンに係る設定の情報であるスキャナ設定情報と画像読取装置によ
るスキャンで生成される画像データファイルの格納先の情報であ

格納先情報とに関連付けられた画像リンクオブジェクトを作成する作成手段と、スキャ
ナ設定情報と格納先情報とを含むスキャン準備情報を画像読取装置に送信する送信手段と

画像読取装置
は、情報処理装置が送信したスキャン準備情報を受信する受信手段と、スキャナ設定情報
に基づいて、スキャンを実行するスキャン実行手段と、格納先情報に基づいて、画像デー
タファイルの格納先にスキャンで生成した画像データを保存する保存手段とを備える、こ
とを特徴とする画像読取システムである。
【００１４】
　本発明の第１の態様においては、情報処理装置は、操作者が、少なくともスキャナ設定
情報および格納先情報のいずれかを入力するためのダイアログボックスを、情報処理装置
の表示部に表示する情報入出力手段を有することが好ましい。
【００１５】
　本発明の第１の態様においては、画像読取装置は、操作者がスキャン準備情報に基づく
スキャンの開始を画像読取装置に指示するためのボタンを作成するボタン作成手段を備え
ることが好ましい。
【００１６】
　本発明の第１の態様においては、画像リンクオブジェクトに関連付けたスキャナ設定情
報は、画像データファイルの属性情報を含むことが好ましい。
【００１７】
　本発明の第１の態様においては、ファイル属性は、少なくとも、不可視属性、アクセス
制限属性、および、暗号化属性のいずれかを含むことが好ましい。
【００１８】
　本発明の第１の態様においては、画像リンクオブジェクトを介した画像データファイル
へのアクセス以外の、画像データファイルへのアクセスを不許可とする属性であることが
好ましい。
【００１９】
　本発明の第１の態様においては、暗号化属性は、画像データファイルを暗号化して保存
することを画像読取装置に要求する属性であることが好ましい。
【００２０】
　本発明の第１の態様においては、情報処理装置は、少なくとも、画像リンクオブジェク
トに関連付けたスキャナ設定情報および格納先情報のいずれかの内容を変更する変更手段
を備え、送信手段は、変更の内容を画像読取装置に送信することができることが望ましい
。
【００２１】
　本発明の第２の態様は、情報処理装置において、画像読取装置のスキャンに係る設定の
情報であるスキャナ設定情報と画像読取装置によるスキャンで生成される画像データの格
納先の情報であ 格
納先情報とに関連付けられた画像リンクオブジェクトを作成するステップと、

において、画像リンクオブジェクトに関連付けたスキャナ設定情報と格納先情報とを含
んだスキャン準備情報を画像読取装置に送信するステップと、画像読取装置において、ス
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って共有記憶領域部を示
す

、操作者から画像リンクオブジェクトへの操作を受け付け、画像リンクオブジェクトを介
して格納先に格納された画像データファイルを取得する取得手段とを備え、

って画像読取装置および情報処理装置が共有する共有記憶領域部を示す
情報処理装

置



キャン準備情報を受信するステップと、画像読取装置において、スキャナ設定情報に基づ
くスキャンを実行するステップと、格納先情報に基づいて、画像データの格納先にスキャ
ン実行ステップにおいて生成した画像データファイルを保存するステップと、

を有することを特徴とする画像読
取方法である。
【００２２】
　本発明の第２の態様においては、さらに、スキャン実行ステップにおいて、画像読取装
置に、操作者がスキャン準備情報に基づくスキャンを開始させるためのボタンを作成する
ステップと、操作者が、ボタンを押下するステップと、を含み、ボタンの押下によりスキ
ャンが実行されることが好ましい。
【００２３】
　本発明の第３の態様は、画像読取装置に、所定の条件でスキャンを実行させ、よって得
た画像データファイルを所定の記憶領域に保存させるための、情報処理装置が実行可能な
プログラムであって、画像読取装置のスキャンに係る設定の情報であるスキャナ設定情報
と画像読取装置によるスキャンで生成される画像データの格納先の情報であ

格納先情報とに関連付けられた
画像リンクオブジェクトを作成するステップと、画像リンクオブジェクトに関連付けたス
キャナ設定情報と格納先情報とを含んだスキャン準備情報を画像読取装置に送信するステ
ップと、

を有する情報
処理装置が実行可能なプログラムである。
【００２４】
　本発明の第４の態様は、画像読取装置のスキャンに係る設定の情報であるスキャナ設定
情報と画像読取装置によるスキャンで生成される画像データの格納先の情報であ

格納先情報とを含むスキャン準備情報に基づいて、画像読取装置が
スキャンを実行するための、画像読取装置が実行可能なプログラムであって、情報処理装
置の送信するスキャン準備情報を受信するステップと、スキャナ設定情報に基づくスキャ
ンを実行するステップと、格納先情報に基づいて、スキャンで得た画像データファイルを
画像データの格納先に保存するステップと、を有

ことを特徴とする画像読取装置が実行可能なプログラムである。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明の効果は、簡単な操作で、スキャナ等の画像読取装置より、情報処理装置処理に
適した画像データを、簡便かつ安全に取得できることである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下、本発明の実施の形態を、図面を参照しながら説明する。
【００２７】
＜システム構成＞
　図１は、本発明による実施形態に係るシステムの概略図である。
【００２８】
　本システムは、スキャナ機能を備えるデジタル複合機（以下、ＭＦＰと称する。）１０
を有する。ＭＦＰ１０は、ネットワーク１００を介して、電子計算機であるクライアント
ＰＣ２０およびサーバ３０と接続される。本図においては、本システムはＭＦＰ１０を一
台有する構成であるが、複数台のＭＦＰを備えてもよい。
【００２９】
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操作者から
画像リンクオブジェクトへの操作を受け付け、画像リンクオブジェクトを介して格納先に
格納された画像データファイルを取得するステップと、

って画像読取
装置および情報処理装置が共有する共有記憶領域部を示す

操作者から画像リンクオブジェクトへの操作を受け付け、画像リンクオブジェク
トを介して格納先に格納された画像データファイルを取得するステップと、

って画像
読取装置および画像読取装置とネットワークを介して接続された情報処理装置が共有する
共有記憶領域部を示す

し、スキャン実行ステップは、スキャン
準備情報に基づくスキャンを開始するためのボタンを配するステップと、ボタンの操作者
による押下を認識するステップと、を備え、押下を認識することによりスキャンを実行す
る



　情報処理装置であるクライアントＰＣ２０は、電子計算機であって、ネットワーク１０
０に接続可能なインタフェースを有するパーソナルコンピュータでよい。
【００３０】
　スキャナサーバ３０は、ＭＦＰ１０の備えるスキャナ機能をネットワーク１００内で利
用可能とするサーバである。スキャナサーバ３０は、スキャナサーバ機能を実現するため
に必要な仕様を備えたパーソナルコンピュータおよびスキャナサーバ機能を実現するため
のアプリケーションプログラムで構成すればよい。なお、スキャナサーバ３０の供するス
キャナサーバ機能は、クライアントＰＣ２０内に実現されてもよい。その場合、スキャナ
サーバ３０は、クライアントＰＣ２０と独立にネットワーク１００内に存在する必要はな
い。
【００３１】
　本図を参照すれば、本システムは、クライアントＰＣ２０およびスキャナサーバ３０を
それぞれ一台ずつ有する構成であるが、それぞれ複数台を備える構成であってもよい。そ
の場合、クライアントＰＣ２０は、以下に記す本システムの説明において操作者が使用す
るパーソナルコンピュータを指す。
【００３２】
　ネットワーク１００は、例えばインターネットのように公衆回線を使用したネットワー
クでよい。また、例えばＬＡＮのように専用回線を使用したネットワークでもよい。ネッ
トワーク１００は、インターネットに接続されたＬＡＮであってもよい。また、ネットワ
ーク１００は、スキャナサーバ機能を備えたクライアントＰＣ２０と、ＭＦＰ１０とを一
対一で接続する通信手段（例えばＵＳＢケーブル等）による接続の形態も含むものとする
。
【００３３】
　ＭＦＰ１０は、その本体の内部に、ネットワーク１００を介して共有可能な、所謂、共
有フォルダ（ボックス）１０１即ち共有記憶領域部を有することができる。ここで、ボッ
クスとは、ＭＦＰ１０の記憶装置の記憶領域の少なくとも一部であって、ネットワーク１
００を介して外部から読み書き可能な記憶領域を指す。例えば、ボックスは複数の区分に
分けられ、それぞれ登録したユーザが専用に利用できる記憶領域である。また、クライア
ントＰＣ２０、および、スキャナサーバ３０も、ネットワーク１００を介して共有可能な
記憶領域、所謂、共有フォルダ２０１および３０１即ち共有記憶領域部を有することがで
きる。本システムにおいて、共有フォルダ（ボックス）１０１、ならびに、共有フォルダ
２０１および３０１は、システム全体で少なくとも１つあればよい。例えば、スキャナサ
ーバ３０内に共有フォルダ３０１を配するならば、クライアントＰＣ２０においてネット
ワーク１００を介して読み書き可能な共有フォルダ２０１を設ける必要はない。そのため
、ＭＦＰ１０およびスキャナサーバ３０の少なくともいずれかに共有フォルダ（ボックス
）１０１および３０１を設けることは、クライアントＰＣ２０のセキュリティ向上にとっ
て有利である。
【００３４】
　次に、図２を参照してＭＦＰ１０の構成を説明する。本システムの使用するＭＦＰ１０
は、通信部１２３を介してネットワーク１００に接続される。通信部１２３はシステムコ
ントローラ１１０によって制御されており、同じくシステムコントローラ１１０によって
制御されているメモリ部１０２とも接続されている。メモリ部１０２は、共有フォルダ（
ボックス）１０１を有する。また、システムコントローラ１１０は、画像処理制御部１２
１およびスキャナ制御部１２２を制御可能に接続されている。スキャナ制御部１２２は、
載置された原稿を光学的に走査する撮像部１４１を制御する。画像処理制御部１２１は、
撮像部１４１より入力される、電気処理された光学的画像情報を処理する画像処理部１３
１を制御する。画像処理部１３１は、メモリ部１０２との情報の入出力が可能にメモリ部
１０２と接続されている。
【００３５】
　ＭＦＰ１０自体を操作する場合、操作者は操作／表示部１２４を操作して情報を入力す
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る。入力された情報は、システムコントローラ１１０に送られる。また、ＭＦＰ１０から
操作者への情報提供も、システムコントローラ１１０の制御下にある操作／表示部１２４
を介し行われる。ＭＦＰ１０の動作を制御するプログラムは、システムコントローラ１１
０内の図示しない記憶装置（ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＨＤＤ等）に記録され、システムコントロ
ーラ１１０内の図示しないＣＰＵで実行される。
【００３６】
　ＭＦＰ１０は、スキャン機能の他、コピー機能、プリント機能、ファクシミリ送信機能
等を具備することが一般的であり、本ＭＦＰ１０もそれら機能を実施可能だが、それら、
スキャン機能以外の機能は、本発明との関連性が希薄なため、それら機能に資する構成ブ
ロックは図示せず、説明も省略する。
【００３７】
　次に、図３を参照してクライアントＰＣ２０の構成を説明する。クライアントＰＣ２０
は、ＣＰＵ２１０を有する。ＣＰＵ２１０は、データバス２１１を介して、主記憶装置で
あるＲＯＭ２０３およびＲＡＭ２０４、補助記憶装置であるハードディスクドライブ２０
２と接続されている。ハードディスクドライブ２０２は、その内部に共有フォルダ２０１
のための記憶領域を有することができる。また、ＣＰＵ２１０は、データバス２１１を介
して、表示制御部２２１、通信制御部２２２、および、操作制御部２２３と接続されてい
る。表示制御部２２１および操作制御部２２３はそれぞれ、ディスプレイ２３１、ならび
に、キーボード２３３ａおよびポインティングデバイスであるマウス２３３ｂと接続され
る。ディスプレイ２３１ならびにキーボード２３３ａおよびマウス２３３ｂは、操作者と
クライアントＰＣ２０とのインタフェースを構成する。通信制御部２２２は、ネットワー
ク１００との接続手段を有し、ネットワーク１００を介した外部機器との情報の送受信を
ＣＰＵ２１０の制御下で行う。
【００３８】
　スキャナサーバ３０の構成は、クライアントＰＣ２０と同様の構成でよい。そのため、
スキャナサーバ３０の説明は省略する。
【００３９】
　クライアントＰＣ２０およびスキャナサーバ３０は、それぞれの記憶装置に本システム
を実施するために必要なアプリケーションプログラムを記録しており、それぞれのＣＰＵ
は、それらアプリケーションプログラムを実行することができる。
【００４０】
＜画像リンクオブジェクトの概要＞
　具体的な画像読取方法の説明に入る前に先ず、画像リンクオブジェクトについて概説す
る。画像リンクオブジェクトとは、操作者によってクライアントＰＣ２０内に作成される
オブジェクトである。画像リンクオブジェクトは、
スキャナの設定（カラーモード、出力ファイル形式、画質、解像度、原稿サイズ等）に関
する情報を記録するためのスキャナ設定情報データ領域、スキャンに使用するＭＦＰに関
する情報を記録するためのスキャナデータ領域、スキャンによって得られた画像データフ
ァイルの格納先および画像データファイルのファイル名に関する情報を記録するための画
像データの格納先情報データ領域等の複数のデータ領域を有するオブジェクトである。ま
た、スキャナ設定情報データ領域は、画像データファイルの属性（隠しファイル、アクセ
ス制限、暗号化、等）に関する情報を記録するための属性情報データ領域等複数のデータ
領域を内包することも可能であるが、それら複数のデータと関連付けられていればよい。
場合によっては、スキャナ設定情報データ領域は、復号鍵等に関する情報を記録するため
の復号鍵等情報データ領域を有することも可能である。なお、画像リンクオブジェクトは
、スキャナ設定情報データ領域、および、格納先情報データ領域等、ならびに、スキャナ
設定情報データ領域に含まれる属性情報データ領域および復号鍵等情報データ領域等を持
たなくてもよい。その場合、それら情報データは別に記憶され、画像リンクオブジェクト
は、別に記憶されたそれら情報データと関連付けられればよい。作成された画像リンクオ
ブジェクトは、このオブジェクトを開く（例えばダブルクリック）と、上記の格納先情報
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に基づいて保存された画像データファイルを読み出すことができる。つまり、画像リンク
オブジェクトには、所謂、画像データファイルとのリンクを設定可能である。
【００４１】
　また、画像リンクオブジェクトは、クライアントＰＣ２０内の記憶領域内のあらゆる階
層に作成することができる。そして、オペレーティングシステム（ＯＳ）のシェルがＧＵ
Ｉを有するならば、所定の図案に象られたアイコンとして表示される。本実施形態におい
て使用するクライアントＰＣは、ＧＵＩを装備したＯＳを有しており、画像リンクオブジ
ェクトも所定の図案に象られたアイコンとして表示される。本実施形態において、画像リ
ンクオブジェクトは、マイクロソフト社製のＯＳであるウィンドウズ（登録商標）に標準
で装備されているショートカットアイコンに倣って、「スキャン文書へのショートカット
」と呼ぶ。だが、上述のＯＳ、ウィンドウズが備えるショートカットアイコンと、本発明
によるスキャン文書へのショートカットは明らかに異なる。その詳細は、以下の説明によ
って明らかとなる。
【００４２】
＜画像読取手順＞
　これより、本発明の実施形態に係る原稿読取システムにおける原稿読取方法について、
図４、図６および図７に示すフローチャート、ならびに、図５Ａないし図５Ｊを参照して
説明する。図４は、クライアントＰＣ２０の記憶装置２０２、２０３または２０４に記録
され、ＣＰＵ２１０によって実行可能にインストールされたプログラムの、画像リンクオ
ブジェクト作成処理に関する部分のフローチャートである。これより図４および図５を参
照し、画像リンクオブジェクト（スキャン文書へのショートカット）の作成からＭＦＰに
対するワンタッチキー作成要求の送信までの処理を説明する。
【００４３】
　先ず、操作者が、クライアントＰＣ２０に対し、キーボード２３３ａ、マウス２３３ｂ
といった入力装置を用いて画像リンクオブジェクト設定指示を送る（ステップＳ１０１）
。
【００４４】
　図５Ａないし図５Ｄは、操作者による画像リンクオブジェクト設定指示の例を示す図で
ある。操作者は、クライアントＰＣ２０のディスプレイ２３１に画像リンクオブジェクト
を作成したいフォルダを表示し、フォルダの内容を表すウィンドウ内にマウスポインタ５
０１を移動させる（図５Ａ）。その状態で例えばマウスの右ボタンをクリックするとコン
テキストメニュー５０２が表示される（図５Ｂ）。操作者は、表示されたコンテキストメ
ニューの中からメニュー「新規作成」５０２ａをポイントする。すると、新規作成可能な
オブジェクトがサブメニュー５０３に表示される（図５Ｃ）。サブメニュー５０３の中か
ら「スキャン文書へのショートカット」５０３ａをポイントし、マウスの左ボタンをクリ
ックする（図５Ｄ）。これによりクライアントＰＣ２０は、操作者による画像リンクオブ
ジェクト設定指示を受け付ける（ステップＳ１０１）。
【００４５】
　図４に戻り、画像リンクオブジェクト設定指示を受け付けた本プログラムは、画像リン
クオブジェクトを作成する（ステップＳ１０２）。ここで、作成ステップＳ１０２に先立
って、画像リンクオブジェクトを作成するために、操作者による画像リンクオブジェクト
への情報の入力を受け付けてもよい。図５Ｅないし図５Ｉは、情報入力画面の例である。
また、図５Ｊは、作成された画像リンクオブジェクトの表示例を示す図である。
【００４６】
　「スキャン文書へのショートカット作成」のための第１ダイアログボックス５１０をデ
ィスプレイ２３１に表示する（図５Ｅ）。第１ダイアログボックス５１０では、使用する
スキャナの選択、スキャンによって得た画像データの格納先フォルダおよび画像データの
ファイル名の指定（スキャン文書の格納先）、および、画像データファイルの属性（隠し
ファイル、アクセス制限、暗号化、等）を設定することができる。以下これら設定につい
て説明する。
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【００４７】
　ネットワーク１００を介し、現在スキャナ機能を利用可能な装置をリストボックス５１
１に表示する。操作者によって、使用するスキャナがリストボックス５１１から選択され
る。リストボックス５１１の右に位置する設定ボタン５１２については、後で図５Ｆを参
照して説明する。
【００４８】
　スキャンによって得た画像データファイルの格納先フォルダ、および、画像データファ
イルのファイル名（スキャン文書の格納先）は、操作者によってテキストボックス５１３
から入力される。ここで設定可能な格納先は、ネットワーク１００内に存在する共有フォ
ルダ（ボックス）１０１、２０１、および、３０１であり、末尾の画像データファイルの
ファイル名（図では、「０００１．ｊｐｇ」）は任意の文字列である。入力の簡略化を図
る目的で、例えば、以前に使用されたファイル名（例えば「０００１．ｊｐｇ」）から連
続番号でファイル名を自動作成（例えば「０００２．ｊｐｇ」）してもよいし、あるいは
、クライアントＰＣ２０内の時計を利用して作成日時をファイル名として（例えば、２０
０５０４０１．ｊｐｇ）、自動的に入力してもよい。ファイル名の末尾に付される拡張子
は、手動で入力してファイル形式を指定することもできるが、後に説明する出力形式の設
定に基づいて自動的に追加・変更することができる。また、本例では、格納先を、テキス
トボックスの形式で入力しているが、ネットワーク１００内の共有フォルダ（ボックス）
１０１、２０１、および、３０１のアドレスはリストボックスより選択可能とし、ファイ
ル名の入力を独立したテキストボックスで行ってもよい。
【００４９】
　画像データファイルの属性は、チェックボックス５１５を用いて設定される。ここで、
隠しファイルとは、スキャンで得た画像データファイルに不可視属性を付与することであ
る。不可視属性を付与された画像データファイルは、そのファイルが保存されている共有
フォルダを表示しても、そのファイルの存在は表示されない。そのため、この画像データ
ファイルを保存した共有フォルダを第３者が閲覧しても、その第３者がその画像データフ
ァイルの存在を認識することは困難であり、よって、セキュリティの向上が期待される。
この場合、画像データファイルの実体は、操作者にとっても不可視であるが、後述するよ
うに画像リンクオブジェクトを用いることで問題なくその画像データファイルを読み出す
ことができる。次に、アクセス制限とは、後述するように、画像リンクオブジェクトを用
いた画像データファイルへのアクセスを許可し、それ以外のアクセス、つまり、画像リン
クオブジェクトを介さないアクセスを許可しないようにする設定である。この他、ネット
ワーク１００にログインしているユーザ名による画像データファイルへのアクセス制限や
、アクセスに使用しているクライアントマシンによる画像データファイルへのアクセス制
限等を与えることも可能である。暗号化属性とは、暗号化および復号化アルゴリズムを用
いて画像データを暗号化することをＭＦＰ１０に指示する属性である。
【００５０】
　次に、図５Ｆを参照してスキャナの設定について説明する。図５Ｆは「スキャナの設定
」ダイアログボックス５２０の例を示す図である。このダイアログボックス５２０は、ダ
イアログボックス５１０の設定ボタン５１２を押下することにより表示される。
【００５１】
　操作者は、「スキャン文書へのショートカット作成」のための第１ダイアログボックス
５１０の右上部に表示された設定ボタン５１２を押下して「スキャナの設定」ダイアログ
ボックス５２０を表示することができる。このダイアログボックス５２０は、「基本設定
」パネルおよび「応用設定」パネル（図示せず。）の２枚のパネルを有する。これら２枚
のパネルの表示切り換えは、「基本設定」タブコントロール５２２ａまたは「応用設定」
タブコントロール５２２ｂをマウスポインタ５０１でポイントし、マウス２３３ｂをクリ
ックすることで可能である。「基本設定」パネルには、スキャンに使用するＭＦＰ１０の
現在の設定、即ちスキャナ設定情報の一部を表示する。操作者は、リストボックス形式で
表示されたこれら設定５２１ａないし５２１ｅを、マウス２３３ｂの操作で変更すること
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ができる。基本設定には、
　　カラーモード（フルカラーからモノクロまで多段的に設定可能）、
　　出力形式（ＪＰＥＧ、ＴＩＦＦ、ＰＤＦ、ＰＮＧ、ＢＭＰ等）、
　　画質（文字、写真、図表等）、
　　解像度（ｄｐｉ単位等で多段的に設定可能）、
　　原稿サイズ（操作者による原稿サイズ入力およびＭＦＰ１０による自動判別を含む）
等が含まれる。操作者は、設定を変更および確認の後、ＯＫボタン５２３をマウス２３３
ｂ操作（クリック）することにより、設定を有効化できる。
【００５２】
　図５Ｇは、「スキャン文書の格納先」への入力方法を示す図である。操作者は、テキス
トボックス５１３内をマウスポインタ５０１でポイントし、マウス２３３ｂをクリックす
ることで、カーソルが表示される。この状態で、スキャン文書の格納先をキーボード２３
３ａより入力することができる。テキストボックス５１３の右側に設定された「参照」ボ
タン５１４をクリックすると、ネットワーク１００内の共有フォルダ（ボックス）１０１
、２０１、および、３０１、即ち共有記憶領域部、が表示され、マウス等により簡便に画
像データファイルの格納先を選択することができる。
【００５３】
　図５Ｈは、画像データファイルの属性の設定方法、即ち属性情報の入力方法を示す図で
ある。操作者は、属性チェックボックス群５１５の各チェックボックスをマウスポインタ
５０１でポイントし、マウス２３３ｂをクリックする。クリックごとに属性それぞれにつ
いて有効と無効が切換えられる。有効となっている属性は、隠しファイル属性のように、
チェックが入る。チェックボックス群５１５の右に配された詳細ボタンをクリックすれば
、各属性の詳細な設定を行うことが可能である。この詳細な設定では、例えば、アクセス
制限属性の詳細なアクセス制限設定や、暗号化および復号化に関する詳細な設定が可能で
ある。
【００５４】
　操作者は、第１ダイアログボックス５１０に、情報を入力し終えると、「次へ」ボタン
５１６をマウス２３３ｂでクリックする。
【００５５】
　すると、本プログラムは、「スキャン文書へのショートカット作成」のための第２ダイ
アログボックス５３０を表示する。第２ダイアログボックス５３０は、１つのテキストボ
ックス５３１を有する。このテキストボックス５３１には、操作者が画像リンクオブジェ
クト（スキャナ文書へのショートカット）自体の名称を記入できる。記入法は、上述のテ
キストボックス５１３への入力法と同様でよい。また、操作者の労力の軽減を目的として
、例えば、これよりも以前に作成された画像リンクオブジェクトの名称（例えば、「００
０１」）から連続番号で自動的に名称を作成（例えば、「０００２」）し、予めテキスト
ボックス５３１に表示してもよい。また、クライアントＰＣ２０に内蔵の時計を利用して
、現在の日時をもとに自動的に名称を作成し、予めテキストボックス５３１に表示しても
よい。その他、ユーザ名、クライアントＰＣ２０のネットワーク１００における名称等を
組み合わせてオブジェクトの名称を自動的に作成して表示してもよい。オブジェクトの名
称を入力した後、操作者は「完了」ボタン５３２をマウス２３３ｂでクリックする。
【００５６】
　完了ボタン５３２の押下により、本プログラムは、画像リンクオブジェクトを、クライ
アントＰＣ２０の所望の記憶階層にあるフォルダ内に作成する（ステップＳ１０２）。ま
た、この画像リンクオブジェクトを、クライアントＰＣ２０の外部にあってネットワーク
１００に接続され、クライアントＰＣ２０が読み書き可能な記憶装置の任意の階層に作成
することも可能である。図５Ｊは、作成した画像リンクオブジェクトの存在するフォルダ
を表示した例である。「０００１」なる名称を有する画像リンクオブジェクトが、同一フ
ォルダ内に存在する他のファイルと並んで表示されている。
【００５７】
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　図４に戻り、次に、スキャナ設定情報および格納先情報等を含みスキャンの実行準備を
要求する情報、即ちスキャン準備情報を含んだワンタッチキー作成要求をＭＦＰ１０に送
信する（ステップＳ１０３）。ネットワーク１００に接続されたスキャン機能を有する装
置が複数ある場合には、画像リンクオブジェクトのスキャナデータ領域に記録されたまた
は関連付けた情報に基づいてスキャンに使用するスキャナに対して送信される。また、ス
キャナデータを含めてスキャン準備情報を全てのスキャン機能を有する装置に対して送信
し、受信した装置側で、スキャナデータを吟味し、自機に関する要求でない場合には無視
するように計画してもよい。ワンタッチキー作成要求には、ワンタッチキー作成の要求を
示す情報、ならびに、上述のように設定された、使用するスキャナ（例えば、ＭＦＰ１０
）を指定するスキャナデータ情報、使用するスキャナのスキャナ設定情報、スキャンによ
って得た画像データの格納先フォルダおよび画像データのファイル名（スキャン文書の格
納先）の情報即ち格納先情報、および、画像データの属性等に関する情報即ち属性情報を
含めることができる。ここで、ワンタッチキーとは、ＭＦＰ１０の操作／表示部１２４（
図２）に配される、操作者がスキャン開始を指示するためのボタンである。ワンタッチキ
ーは、常時ＭＦＰ１０が有する標準のスキャン開始指示のためのボタンとは異なってよい
。ワンタッチキーがＭＦＰ１０の操作／表示部１２４に設定されることで、操作者は画像
リンクオブジェクト５５０の設定内容に従ったスキャンの開始を、一回の操作で指示する
ことができる。こうすることによって、操作者はＭＦＰ１０の操作／表示部１２４を操作
してスキャナの設定等を再度設定する必要性がなくなり操作性が向上される。本実施形態
におけるＭＦＰ１０は、操作／表示部１２４にタッチ入力可能な表示パネルを有するので
、ワンタッチキーは、表示パネルに所定の図案および文字情報（スキャナの設定状況や、
ファイル名などの生成される画像データファイルの情報や、画像リンクオブジェクトの名
称等）を含めて表示され、操作者は、その図案にタッチすることでスキャンを開始させる
ことができる。なお、本実施の形態では、ワンタッチキーを押下することにより、スキャ
ンを開始させるものであるとしているが、スキャナ設定情報や格納先情報の読み出し（読
み出された情報に基づいて、その情報を操作／表示部１２４に表示させる）を行うもので
あってもよい。この場合、実際のスキャンの開始は、別途設けられている標準のスキャン
開始指示のためのボタンによって行えばよい。
【００５８】
　なお、スキャナによっては、スキャンの開始をクライアントＰＣ２０で指示することが
できる場合があるが、そのようなスキャナでは、この作成要求を受信したことで、後述す
る図６のステップＳ１１４が即座に実行されてもよい。
【００５９】
　図６は、ＭＦＰ１０のシステムコントローラ１１０内の図示しない記憶装置（ＲＯＭ、
ＲＡＭ、ＨＤＤ等）に記憶され、システムコントローラ１１０内の図示しないＣＰＵによ
って実行可能なプログラムの、ワンタッチキー作成要求の受信からスキャンの開始、そし
てスキャンの完了までの処理に関する部分のフローチャートである。これより図６を参照
し、ワンタッチキー作成要求の受信後のＭＦＰ１０の処理を説明する。
【００６０】
　先ず、クライアントＰＣ２０からネットワーク１００を介し、通信部１２３に入力され
たワンタッチキー作成要求の受信を確認する（ステップＳ１１１）。次に、ワンタッチキ
ー作成要求に含まれる情報に基づいて、操作／表示部１２４にワンタッチキーを作成する
（ステップＳ１１２）。
【００６１】
　操作者は、ＭＦＰ１０にスキャンすべき原稿を載置し、操作／表示部１２４に作成され
たワンタッチキーを押下する。ワンタッチキーの押下を確認（ステップＳ１１３）すると
、ワンタッチキー作成要求に含まれる情報の示す設定即ちスキャナ設定情報に基づき、載
置された原稿のスキャンを開始する（ステップＳ１１４）。
【００６２】
　スキャンされた原稿の画像データは、一旦メモリ部１０２に記憶され、ワンタッチキー
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作成要求に指示されるデータ形式に変換され、ワンタッチキー作成要求に含まれる格納先
情報に指示される共有フォルダ（ボックス）１０１、２０１、または、３０１に保存され
る。
【００６３】
　以上の処理により、原稿の画像データは、所望のファイル形式で、所望の記憶装置内の
記憶階層の共有されているフォルダに保存される。
【００６４】
　この保存に使用される記憶装置は、クライアントＰＣ２０内の記憶装置である必要はな
い。そのため、クライアントＰＣ２０の記憶装置の記憶領域の一部を画像データファイル
転送用に共有化する必要がなく、セキュリティ面で有利である。
【００６５】
　図７は、クライアントＰＣ２０の記憶装置２０２、２０３または２０４に記録され、Ｃ
ＰＵ２１０によって実行可能にインストールされたプログラムの、画像データの表示に関
する部分のフローチャートである。
【００６６】
　スキャンが完了（ステップＳ１１５が完了）した後で、操作者は、クライアントＰＣ２
０を操作し、後述する画像リンクオブジェクトに対する操作を実行することにより、クラ
イアントＰＣ２０に対し先程スキャンした画像データの表示を指示する。この指示は、例
えば、ディスプレイ２３１（図３）に表示された画像リンクオブジェクト５５０（図５Ｊ
）を、マウスポインタ５０１でポイントし、マウス２３３ｂをダブルクリックすることで
行われてよい。ＣＰＵ２１０は画像データの表示指示の入力を確認する（ステップＳ１０
４）と、画像リンクオブジェクトに記録されているかまたは関連付けられている情報即ち
格納先情報等に基づいて、この画像リンクオブジェクトにリンクされている画像データフ
ァイル（スキャン文書の格納先テキストボックス５１３に入力された情報の示すファイル
（図５Ｅ、図５Ｇ等参照。））を、ネットワーク１００を介して取得する（ステップＳ１
０５）。そして、取得した画像データファイルをディスプレイ２３１に表示する（ステッ
プＳ１０６）。また、画像リンクオブジェクトを例えば右クリックすることでリンクされ
た画像データファイルを取得し、画像リンクオブジェクトが存在するフォルダに保存する
機能を有してもよい。このとき、画像リンクオブジェクトを、画像データファイルの保存
が完了すると自動的に削除するように計画してもよい。また、取得された画像データファ
イルのファイル名を、「画像リンクオブジェクトの名称＋．（ファイル形式に適した）拡
張子」のように自動的に変更して保存してもよい。
【００６７】
　図８ないし図１０は、画像リンクオブジェクトの作成において、暗号化属性が付与され
た場合にＭＦＰ１０のシステムコントローラ１１０内の図示しないＣＰＵおよびクライア
ントＰＣ２０のＣＰＵ２１０が実行するプログラムの、画像リンクオブジェクト作成処理
に関する部分（図４に図示する処理に暗号化に係る処理を追加した処理）、ワンタッチキ
ー作成要求の受信からスキャンの開始、そしてスキャンの完了までの処理に関する部分（
図６に図示する処理に暗号化に係る処理を追加した処理）、および、画像データの表示に
関する部分（図７に図示する処理に暗号化された画像データの復号化に係る処理を追加し
た処理）のフローチャートである。
【００６８】
　先述の画像リンクオブジェクトの設定において暗号化属性が有効化された場合、図８に
示す処理がクライアントＰＣ２０のＣＰＵ２１０によって実行される。ステップＳ２０１
に係る処理は、ステップＳ１０１（図４）の処理と同一である。そして、画像リンクオブ
ジェクトの設定（図５Ｅ等参照。）において、操作者によって暗号化属性が有効化された
ことによって、画像リンクオブジェクトの作成に先立って暗号化鍵および復号化鍵を作成
する（ステップＳ２０２）。この暗号化鍵および復号化鍵の作成は、公知の非対称暗号生
成アルゴリズムに基づいて行われればよい。（なお、この他に、共通鍵方式など他の暗号
化アルゴリズムを用いてもよい。）作成された２つの鍵のうち、復号化鍵に関する情報を
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画像リンクオブジェクトのデータ領域に含む画像リンクオブジェクトを作成する（ステッ
プＳ２０３）。復号化鍵に関する情報を画像リンクオブジェクトのデータ領域に記録せず
、別のファイルとして保存し、画像リンクオブジェクトは、そのファイルに関する情報を
記録、即ち、関連付ければよい。そして、暗号化鍵に関する情報を、ワンタッチキー作成
要求に含めて、または、ワンタッチキー作成要求の送信と合わせて、ＭＦＰ１０に送信す
る（ステップＳ２０４）。
【００６９】
　図９は、ＭＦＰ１０のシステムコントローラ１１０内の図示しない記憶装置（ＲＯＭ、
ＲＡＭ、ＨＤＤ等）に記憶され、システムコントローラ１１０内の図示しないＣＰＵによ
って実行可能なプログラムの、ワンタッチキー作成要求の受信からスキャンの開始、そし
てスキャンの完了までの処理に関する部分のフローチャートである。
【００７０】
　ステップＳ２１１は、ステップＳ１１１（図６）と同様である。ただし、受信したワン
タッチキー作成要求には暗号化鍵が含まれているか、または、ワンタッチキー作成要求の
受信と同時に暗号化鍵に関する情報を受信する。次に、ステップＳ１１２ないしステップ
Ｓ１１４（図６）と同様にして、ワンタッチキーの作成からスキャンの実行までを行う（
ステップＳ２１２ないしステップＳ２１４）。
【００７１】
　ステップＳ１１５と同様に、画像データを、ワンタッチキー作成要求に指示されるデー
タ形式に変換した後、ワンタッチキー作成要求に含まれる画像データの属性に関する情報
即ち属性情報に暗号化属性が有効であることを示す情報が含まれている場合、ワンタッチ
キー作成要求と共に受信した暗号化鍵に基づいて画像データを暗号化し、暗号化された画
像データファイルをワンタッチキー作成要求に含まれる格納先情報に指示される共有フォ
ルダ（ボックス）１０１、２０１、または、３０１に保存する（Ｓ２１５）。
【００７２】
　図１０は、クライアントＰＣ２０の記憶装置２０２、２０３または２０４に記録され、
ＣＰＵ２１０によって実行可能にインストールされたプログラムの、暗号化された画像デ
ータファイルの表示に関する部分のフローチャートである。ステップＳ１０４およびステ
ップＳ１０５と同様に、操作者の指示により、画像データを取得する（ステップＳ２０５
およびステップＳ２０６）。次に、暗号化された画像データを表示するために、画像リン
クオブジェクトのデータ領域に含まれる復号化鍵、または、画像リンクオブジェクトに記
録された復号化鍵に関する情報に示される復号化鍵を含むファイル、を用いて暗号化され
た画像データファイルを復号化する（ステップＳ２０７）。そして、復号化した画像デー
タをディスプレイ２３１に表示する（ステップＳ２０８）。また、上述のステップＳ１０
６に関する説明と同様に、画像リンクオブジェクトを例えば右クリックすることでリンク
された画像データファイルを取得し、複合化した後、画像リンクオブジェクトが存在する
フォルダに保存する機能を有してもよい。このとき、画像リンクオブジェクトを、画像デ
ータファイルの保存が完了すると自動的に削除するように計画してもよい。また、取得さ
れた画像データファイルのファイル名を、「画像リンクオブジェクトの名称＋．（ファイ
ル形式に適した）拡張子」のように自動的に変更して保存してもよい。
【００７３】
　このように、画像データファイルは、指定された共有フォルダ（ボックス）およびネッ
トワーク１００上では、暗号化されたデータファイルとして存在するため、セキュリティ
面で有利である。
【００７４】
＜画像リンクオブジェクト設定変更手順＞
　作成された画像リンクオブジェクトの設定を、後で変更する必要が生じることが予想さ
れる。一旦作成された画像リンクオブジェクトの設定は、以下のようにして変更すること
ができる。
【００７５】
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　図１１は、クライアントＰＣ２０の記憶装置２０２、２０３または２０４に記録され、
ＣＰＵ２１０によって実行可能にインストールされたプログラムの、画像リンクオブジェ
クト設定変更処理に関する部分のフローチャートである。
【００７６】
　操作者により、画像リンクオブジェクトの設定変更指示が入力される（ステップＳ３０
１）。この指示は、例えば、画像リンクオブジェクト５５０（図５Ｊ）を右クリックし、
このオブジェクトのプロパティを参照することで入力することができる。
【００７７】
　設定の変更が入力されると、その変更指示内容に従って画像リンクオブジェクトの設定
を変更する（ステップＳ３０２）。そして、ＭＦＰ１０に対し、ワンタッチキー設定変更
要求を送信する（ステップＳ３０３）。
【００７８】
　図１２は、ＭＦＰ１０のシステムコントローラ１１０内の図示しない記憶装置（ＲＯＭ
、ＲＡＭ、ＨＤＤ等）に記憶され、システムコントローラ１１０内の図示しないＣＰＵに
よって実行可能なプログラムの、ワンタッチキー設定変更要求の受信から設定の変更まで
の処理に関する部分のフローチャートである。
【００７９】
　ＭＦＰ１０は、ワンタッチキー設定変更要求の受信を確認する（ステップＳ３１１）。
次に、ワンタッチキー設定変更要求の情報に基づいて、現在設定されているワンタッチキ
ーに係る設定、つまり、ワンタッチキーの押下により開始されるスキャンにおけるスキャ
ナの設定や生成されるデータファイルの保存先に係る設定を変更する。
【００８０】
　これにより、画像リンクオブジェクトを作成した後に画像リンクオブジェクトの設定を
変更したい場合、新たに画像リンクオブジェクトを作成せずに、既存の画像リンクオブジ
ェクトを利用することが可能となる。よって、操作の効率が向上する。
【００８１】
＜本実施形態の変形の例＞
　画像リンクオブジェクト設定指示は、右クリックによるコンテキストメニューの表示に
限らず、ウィンドウズＸＰのエクスプローラで採用されているタスク表示に画像リンク設
定を表示してもよい。また、フォルダのプルダウンメニューに画像リンク設定コマンドを
入れておくなどしてもよい。
【００８２】
　画像読取装置は、スキャン機能を備えるデジタル複合機（ＭＦＰ）に限らず、スキャナ
等、画像を読み取って情報処理装置処理に適したデータに変換する機能を有する装置でも
よい。
【００８３】
　クライアントＰＣ２０は、パーソナルコンピュータの他、ワークステーション等の電子
計算機、または、画像読取装置を操作でき、かつ、ネットワーク内の共有資源を利用可能
な画像読取装置用コントローラ、といった情報処理装置でよい。
【００８４】
　本明細書においては、用語「原稿」は、インク等を用いて情報を記録した紙媒体に限定
されるものではない。原稿は、例えば、プラスチックフィルム等に印刷された情報や、写
真用フィルム等を含む。
【図面の簡単な説明】
【００８５】
【図１】本発明に係るシステムのシステム構成例を示す図である。
【図２】ＭＦＰの構成ブロック図である。
【図３】クライアントＰＣの構成ブロック図である。
【図４】本発明に係る方法で実施される処理のフローチャートである。
【図５Ａ】本発明に係るシステムのディスプレイ表示の例である。
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【図５Ｂ】本発明に係るシステムのディスプレイ表示の例である。
【図５Ｃ】本発明に係るシステムのディスプレイ表示の例である。
【図５Ｄ】本発明に係るシステムのディスプレイ表示の例である。
【図５Ｅ】本発明に係るシステムのディスプレイ表示の例である。
【図５Ｆ】本発明に係るシステムのディスプレイ表示の例である。
【図５Ｇ】本発明に係るシステムのディスプレイ表示の例である。
【図５Ｈ】本発明に係るシステムのディスプレイ表示の例である。
【図５Ｉ】本発明に係るシステムのディスプレイ表示の例である。
【図５Ｊ】本発明に係るシステムのディスプレイ表示の例である。
【図６】本発明に係る方法で実施される処理のフローチャートである。
【図７】本発明に係る方法で実施される処理のフローチャートである。
【図８】本発明に係る方法で実施される処理のフローチャートである。
【図９】本発明に係る方法で実施される処理のフローチャートである。
【図１０】本発明に係る方法で実施される処理のフローチャートである。
【図１１】本発明に係る方法で実施される処理のフローチャートである。
【図１２】本発明に係る方法で実施される処理のフローチャートである。
【符号の説明】
【００８６】
　１０　・・・　ＭＦＰ　　　　　　　　　
　２０　・・・　クライアントＰＣ
　３０　・・・　スキャナサーバ　　　　　
１０１　・・・　ＭＦＰ内共有フォルダ（ボックス）
１０２　・・・　メモリ部　　　　　　　　
１１０　・・・　システムコントローラ
１２１　・・・　画像処理制御部　　　　　
１２２　・・・　スキャナ制御部
１２３　・・・　通信部　　　　　　　　　
１２４　・・・　操作／表示部
１３１　・・・　画像処理部　　　　　　　
１４１　・・・　撮像部
２０１　・・・　クライアントＰＣ内ネットワーク共有フォルダ
２０２　・・・　ハードディスクドライブ　
２０３　・・・　ＲＯＭ
２０４　・・・　ＲＡＭ　　　　　　　　　
２１０　・・・　ＣＰＵ
２１１　・・・　データバス　　　　　　　
２２１　・・・　表示制御部
２２２　・・・　通信制御部　　　　　　　
２２３　・・・　操作制御部
２３１　・・・　ディスプレイ　　　　　　
２３３ａ・・・　キーボード
２３３ｂ・・・　マウス　　　　　　　　　
３０１　・・・　スキャナサーバ内ネットワーク共有フォルダ
１００　・・・　ネットワーク　　　　　　
５０１　・・・　マウスポインタ
５０２　・・・　コンテキストメニュー　　
５０２ａ・・・　メニュー項目「新規作成」
５０３　・・・　「新規作成」のサブメニュー
５０３ａ・・・　サブメニュー項目「スキャン文書へのショートカット」
５１０　・・・　「スキャン文書へのショートカット作成」の第１ダイアログボックス
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５１１　・・・　スキャナ選択リストボックス
５１２　・・・　スキャナ設定ボタン
５１３　・・・　スキャン文書格納先入力テキストボックス
５１４　・・・　スキャン文書格納先参照ボタン
５１５　・・・　属性設定チェックボックス
５１６　・・・　「次へ」ボタン
５２０　・・・　「スキャナの設定」のダイアログボックス
５２１ａ・・・　カラーモード選択リストボックス
５２１ｂ・・・　出力形式選択リストボックス
５２１ｃ・・・　画質選択リストボックス　
５２１ｄ・・・　解像度選択リストボックス
５２１ｅ・・・　原稿サイズ選択リストボックス
５２２ａ・・・　基本設定タブ
５２２ｂ・・・　応用設定タブ
５２３　・・・　「ＯＫ」ボタン
５３０　・・・　「スキャン文書へのショートカット作成」の第２ダイアログボックス
５３１　・・・　ショートカット名入力テキストボックス
５３２　・・・　「完了」ボタン
５５０　・・・　スキャン文書へのショートカット（画像リンクオブジェクト）アイコン
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ Ａ 】

【 図 ５ Ｂ 】

【 図 ５ Ｃ 】

【 図 ５ Ｄ 】

【 図 ５ Ｅ 】
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【 図 ５ Ｆ 】

【 図 ５ Ｇ 】

【 図 ５ Ｈ 】

【 図 ５ Ｉ 】

【 図 ５ Ｊ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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